
猪
苗
代
の
天
司
神
社

蒲
生
氏
郷
は
、
切
支
丹
大
名
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
若
松
城
下
に
は
イ
タ
リ

ア
人
宣
教
師
を
家
臣
と
し
、
ロ
ー
マ
へ
使
節

団
を
送
ろ
う
と
も
し
ま
し
た
。
氏
郷
の
洗
礼

名
は
「
レ
オ
」
。
城
下
に
は
、
教
会
が
建
て

ら
れ
一
族
で
「
パ
ウ
ロ
・
モ
ー
ア
ン
」
（
蒲

生
郷
安
・
米
沢
城
主
）
ら
重
臣
に
も
切
支
丹

が
い
た
と
い
う
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

の
ゼ
ス
イ
ッ
ト
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
若
松

に
は
宣
教
師
四
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。

会
津
若
松
市
内
に
は
天
子
神
社
と
名
付
け

ら
れ
た
教
会
の
跡
が
四
ヶ
所
あ
り
ま
す
。
猪

苗
代
で
も
教
会
が
建
て
ら
れ
、
現
在
は
天
司

神
社
と
天
司
の
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
ま
す
。
猪
苗

代
で
は
、
約
八
割
が
切
支
丹
と
な
り
、
セ
ミ

ナ
リ
オ
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
若
松
で
は
三

割
が
切
支
丹
の
信
者
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
飯

盛
山
に
は
、
隠
れ
切
支
丹
が
掘
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
長
さ
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
洞
窟
が
あ

り
ま
す
。

猪
苗
代
城
は
、
「
亀
ケ
城
」
と
会
津
で
は
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
猪
苗
代
氏
の
居
城
で
し
た
が
、
蒲
生
氏

郷
が
改
修
し
、
そ
の
後
、
加
藤
氏
、
松
平
氏
の
改
修

に
よ
り
現
在
に
至
っ
た
唯
一
の
支
城
。
猪
苗
代
氏
時

代
か
ら
、
東
を
大
手
口
と
し
て
い
ま
し
た
。
大
手
門

の
北
に
、
居
館
部
分
の
屋
敷
が
あ
り
、
江
戸
時
代
で

も
御
用
屋
敷
と
し
て
猪
苗
代
城
代
の
屋
敷
が
あ
り
ま

し
た
。
大
手
口
の
石
垣
は
、
若
松
城
天
守
台
と
同
じ

古
式
穴
太
積
で
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

猪
苗
代
城
の
北
に
は
、
鶴
峯(

つ
る
み
ね)

城
が
あ

り
ま
す
。
城
名
由
来
は
、
鶴
の
首
の
よ
う
に
細
長
く

築
城
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
、
二
つ

の
城
で
「
鶴
と
亀
」
と
な
る
城
で
す
。
猪
苗
代
盛
国

(

も
り
く
に)

の
隠
居
城
と
し
て
一
五
八
五
年
に
改
修

さ
れ
、
西
を
大
手
口
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
に

は
、
諏
訪
町
な
ど
の
城
下
町
が
あ
り
ま
し
た
が
、
江

戸
時
代
に
破
城
さ
れ
ま
す
。

一
五
九
八
年
六
月
四
日
、
伊
達
政
宗
は
、
葦
名
氏

家
臣
の
猪
苗
代
盛
国
を
味
方
に
付
け
、
こ
の
城
に
入

り
、
翌
日
、
磐
梯
山
麓
の
摺
上
原
で
葦
名
氏
と
戦
い

勝
利
し
ま
す
。
東
北
地
方
最
大
の
合
戦
と
。

戊
辰
戦
争
の
時
、
猪
苗
代
城
代
、
高
橋
権
太
夫

(

五
百
石)

は
、
一
八
六
八
年
八
月
二
十
二
日
「
一
小

隊
位
の
者
で
居
た
と
こ
ろ
が
何
の
効
も
無
い
」
と
諦

め
、
城
と
土
津
神
社
に
火
を
掛
け
、
若
松
城
へ
退
却

し
ま
し
た
。
鶴
峯
城
は
一
九
九
八
年

石
田
発
見

天司のケヤキ

城の西に隣接する「カメリーナ」
と「まなびーな」は、猪苗代城と
鶴峯城をモチーフにして建てら
れています。

一
八
六
八
年
八
月
二
十
一
日
、

土
方
歳
三
『
書
簡
』
、
猪
苗
代
に
て

土
方
は
中
地
口
に
い
た
家
老
の
内
藤
介

右
衛
門
と
御
霊
櫃
峠
に
い
た
第
一
砲
兵
隊

の
小
原
右
衛
門
に
対
し
「
諸
口
兵
隊
残
ら

ず
御
廻
し
相
成
候
」
「
明
日
中
に
も
若
松

迄
も
押
来
た
り
」
と
手
紙
を
出
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
『
会
津
藩
大
砲
隊
戊
辰
戦

記
』
内
藤
は
す
ぐ
に
は
動
か
ず
、
大
砲
隊

は
福
良
に
向
う
が
、
猪
苗
代
に
火
が
上
が

り
、
大
雨
で
進
退
に
も
大
困
難
の
状
況
で
、

十
六
橋
ま
で
の
進
軍
を
断
念
し
ま
す
。

鶴
峯
城
と
猪
苗
代
城
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